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　12月定例会は、11月30日から12月15日までの16日間の会期で
開かれ、補正予算、条例改正の議案をはじめ、議会議案、請願など
合わせて37件を審議しました。

窓
口
無
料
化

窓
口
無
料
化

　先の９月定例会の一般質問で、小泉
町長から答弁があった「子ども医療費
の窓口無料化」は、今定例会で条例改
正案が提出され、令和３年４月１日か
ら施行することで可決しました。

1212月月 定定 例例 会会

子
ど
も
医
療
費

子
ど
も
医
療
費

無料対象者無料対象者

令和令和３３年年４４月月からから

コミュニティバス利用料コミュニティバス利用料
拡充拡充

令和３年４月１日から、以下の利用者を
対象に無料化を実施。
①次の手帳の交付を受けている人
　・身体障害者手帳
　・療育手帳
　・精神障害者保健福祉手帳
②「①」 の人を介助している人（１名まで）
　※ただし、盲ろう者の場合は通訳と
　　介助者の２名まで

2議会だより　しか　№ 62
令和３年１月28日発行 2



　一般会計では、歳入で、固定資産税の増収見込みによる町税やふるさと納税寄附金、国の第２次補正による新型
コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の増額を主とし、歳出では、令和３年度から実施予定の子どもや障
がい者などの医療費現物給付化に伴う福祉給付システムの改修事業や旧志加浦保育園の解体撤去事業、小中学校用
タブレット端末に学習支援ソフトを導入する教育支援体制整備事業を追加するほか、特別職及び一般職の職員の給
与の特例措置や人事院勧告に伴う人件費、事業費確定による特別定額給付金給付事業の減額を主とした補正となり
ます。
　特別・企業会計では、各種事業に伴い所要額の補正となります。

令和２年度12月補正予算令和２年度12月補正予算

会　計　名 補　正　額 予　算　額
一 般 会 計 △８９０１万円 １５３億９７１７万円

特
別 

・
企
業　

会
計

後 期 高 齢 者 医 療 ８８万円 ３億３８８０万円
介 護 保 険 ８５６万円 ３０億４８８３万円
ケーブルテレビ事業 △１６１万円 ４億９３２５万円

水道

収益的収入 △８９６万円 ６億２２５２万円
収益的支出 △４３万円 ５億９４６３万円
資本的収入 １１６７万円 ２億８２２２万円
資本的支出 △２５万円 ７億５６０１万円

下水
収益的支出 △１２万円 １２億６９４２万円
資本的収入 １３５０万円 ８億２０７２万円
資本的支出 １３２７万円 １２億３９４９万円

病院

収益的収入 ７２１４万円 １４億６３２８万円
収益的支出 △６７万円 １３億　　１４万円
資本的収入 ８９５万円 ３億２３２４万円
資本的支出 ８９５万円 ３億９８２５万円

をすべて可決

志志っっ賀賀りり  チェック！チェック！委員会審査委員会審査

電
子
入
札

　

導
入
の
運
用
は

質
疑　

導
入
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
運
用
を
聞
く
。

答
弁　

４
月
か
ら
は
電
子
と

従
来
の
紙
を
並
行
運
用
す
る

と
と
も
に
、
研
修
会
の
開
催

な
ど
、
電
子
入
札
が
初
め
て

の
事
業
所
を
サ
ポ
ー
ト
し
な

が
ら
、
本
稼
働
を
目
指
す
。

中
小
企
業
等
緊
急
支
援

金
を
聞
く　

質
疑　
「
売
上
が
前
年
対
比

で
30
％
以
上
の
減
額
」
を
条

件
と
す
る
制
度
だ
が
、
対
象

の
事
業
者
が
利
用
機
会
を
逃

さ
な
い
よ
う
周
知
は
さ
れ
て

い
る
か
。

答
弁　

町
の
広
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
掲
載
や
、
商
工

会
か
ら
対
象
者
に
通
知
も

行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
周

知
方
法
も
検
討
し
た
い
。

予算決算常任委員会
当初予算、補正予算、決算にかかる分野を審査します。
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

保
険
証
利
用
を
聞
く

質
疑　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
申

請
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
保
険
証
利

用
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
た
な
い
人
が
受
診
す

る
際
に
支
障
は
な
い
の
か
。

答
弁　

公
立
病
院
は
、
令
和

３
年
３
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
保
険
証
利
用
を
導

入
す
る
よ
う
、
国
か
ら
指
導

さ
れ
て
い
る
。
導
入
後
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
従
来
の
保

険
証
を
併
用
し
て
対
応
す
る
。

み
ら
い
と
う
ぶ
公
園
に

日
除
け
の
環
境
整
備
を

質
疑　

み
ら
い
と
う
ぶ
公
園

に
は
日
除
け
の
環
境
が
な
い
。

近
隣
に
す
ば
る
幼
稚
園
が
移

転
す
れ
ば
利
用
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
の
で
、
環
境
整
備

は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

す
ば
る
幼
稚
園
の
開

園
ま
で
に
時
間
も
あ
り
、
今

後
、
検
討
す
る
。

い
こ
い
の
村
へ
の
財
産

の
減
額
貸
付
に
よ
る
経

営
改
善
の
見
通
し
は

質
疑　

財
産
の
貸
付
額
の
減

額
は
、
中
長
期
的
に
み
て
、

経
営
の
改
善
に
プ
ラ
ス
に
な

る
と
見
込
む
か
。

答
弁　

令
和
２
年
度
か
ら
令

和
４
年
度
の
３
年
間
を
減
額

す
る
こ
と
で
、
経
営
状
況
は

改
善
す
る
と
考
え
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

今
年
度
の
見
込
み
は

質
疑　

今
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
額
の
見
込
み
を
聞
く
。

答
弁　

昨
年
の
実
績
を
参
考

に
９
千
万
円
か
ら
１
億
円
程

度
を
見
込
む
。
あ
く
ま
で
も

寄
付
で
あ
る
た
め
、
見
込
み

ど
お
り
に
な
る
か
わ
か
ら
な

い
が
、
例
年
よ
り
も
月
単
位

で
は
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

能
登
富
士
ふ
れ
あ
い
文

化
セ
ン
タ
ー
譲
渡
の
取

扱
い
は

質
疑　

譲
渡
の
際
、
事
前
に

改
修
な
ど
を
行
う
の
か
。

　

固
定
資
産
税
の
取
扱
い
は

ど
う
な
る
か
。

答
弁　

改
修
は
行
わ
ず
、
現

状
の
ま
ま
譲
渡
す
る
。

　

固
定
資
産
税
は
減
免
と
な

る
。

ふ
る

国は、令和５年３月末には概ね全ての
医療機関等での導入を目指す

総務産業建設常任委員会
役場内部事務や地場産業にかかる分野を審査します。

二級河川前川沿いに設置の「みらいとうぶ公園」

志志っっ賀賀りり  チェック！チェック！委員会審査委員会審査
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た
り
65
円
か
ら
１
０
０
円
程

度
の
手
数
料
が
掛
か
り
、
年

間
５
万
件
程
度
を
見
込
む
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
奨
学

金
返
納
猶
予
な
ど
の
対

応
は

質
疑　

コ
ロ
ナ
禍
で
退
学
の

相
談
や
奨
学
金
の
返
済
猶
予

の
相
談
は
あ
る
か
。

答
弁　

今
年
度
の
奨
学
金
の

申
請
状
況
は
、
３
名
の
申
請

が
あ
り
、
内
１
名
が
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
進
学
を
取
り
や
め

た
こ
と
か
ら
、
取
下
げ
申
請

が
１
件
に
な
る
。　

　

返
還
猶
予
の
相
談
は
、
現

在
、
36
名
の
返
済
対
象
者
が

い
る
が
１
件
も
な
い
。

　

奨
学
金
返
還
が
難
し
い
学

生
に
は
、
施
行
規
則
に
基
づ

き
、
返
還
の
猶
予
を
検
討
す

る
な
ど
対
応
し
て
い
く
。

　

富
来
病
院
を
対
象
と
し
た

奨
学
金
で
は
、
返
還
の
猶
予

の
相
談
は
１
件
も
な
い
。

障
が
い
医
療
の
３
シ
ス
テ
ム

を
併
せ
て
改
修
す
る
こ
と
で

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
、

診
療
費
の
情
報
を
国
保
連
合

会
と
社
会
保
険
診
療
報
酬
支

払
基
金
か
ら
提
供
を
受
け
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
１
件
当

質
疑　

窓
口
無
料
化
に
対
応

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修

に
掛
か
る
費
用
や
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
弁　

シ
ス
テ
ム
改
修
費
用

は
、
１
４
０
０
万
円
程
度
を

見
込
む
。
乳
児
、ひ
と
り
親
、

子
ど
も
･
ひ
と
り
親
家

庭
の
医
療
費

令
和
３
年
４
月
か
ら
の

窓
口
無
料
化
を
聞
く

質
疑　

県
内
の
自
治
体
は
全

て
現
物
給
付
に
な
る
が
、
対

象
年
齢
や
自
己
負
担
に
違
い

は
あ
る
か
。

答
弁　

市
町
に
よ
っ
て
は
、

対
象
年
齢
が
15
歳
ま
で
で

あ
っ
た
り
、
自
己
負
担
に
違

い
が
あ
る
。

質
疑　

現
物
給
付
に
な
る
と

国
か
ら
の
交
付
税
が
減
額
に

な
る
な
ど
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が

あ
る
が
、
そ
の
影
響
は
ど
れ

く
ら
い
か
。

答
弁　

ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
国
保

加
入
者
の
み
を
対
象
と
す
る

制
度
で
あ
る
。
就
学
前
の
ペ

ナ
ル
テ
ィ
は
廃
止
と
な
っ
た

が
、
本
町
の
場
合
は
小
学
校

か
ら
高
校
ま
で
助
成
を
行
っ

て
お
り
、
こ
の
部
分
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
を
受
け
る
。
影
響
額

は
１
０
０
万
円
程
度
を
見
込
む
。

【現物給付とは】
受診者は受けた保険診療の一部負担金額から、市町の助成額を差し引いた額（志賀町
は一部負担金額の全額を助成）を医療機関に支払い、市町から医療機関に対して助成
額分に相当する医療費を支払う方式です。

教育民生常任委員会
教育や住民の暮らしにかかる分野を審査します。
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県内市町の乳幼児（子ども）医療費助成制度
（令和２年４月現在）

市町名 対象年齢 自己負担 支給方法

志賀町 18歳まで なし 償還払い
※令和３年４月から現物給付

七尾市 18歳まで なし 償還払い
※令和３年４月から現物給付

金沢市 中学生まで あり 現物給付

野々市市 18歳まで あり 現物給付

津幡町 18歳まで あり 現物給付

内灘町 18歳まで
あり

※０歳から就学
　前はなし

現物給付

小松市・輪島市・珠洲

市・加賀市・羽咋市・

かほく市・白山市・能

美市・川北町・宝達志

水町・中能登町・穴水

町・能登町

18歳まで なし 現物給付



議案に
対する討論 　討論とは、議案や請願に対し、議員が自己の賛否

の意見を表明し、その理由を述べて他の議員を自己の
意見に賛同させることを目的とする発言です。

6

議議 決決 結結 果果
議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

議案
86

「財産の減額貸付けについて」の議決の一部変更 … 平成30年第１回定例会で議決された㈱い
こいの村能登半島への普通財産の貸付けを、令和２年度に発生した新型コロナウイルスの感染拡大
の影響により、当該貸付施設の収益が大幅に減少し、事業の継続に支障を来す状況となっているこ
とから、令和２年度から令和４年度までの貸付金額の全額を減額。

可決
賛13　反0

87～ 89 町道路線の変更について（町道第169号福野川尻橋線､ 町道第246号上野出萩池線､
町道第1002号住吉線） … 町道の起点、終点を変更。

可決
賛13　反0

90～ 98

指定管理者の指定 … 引き続き、５年間指定する。
地域コミュニティセンター（福浦コミュニティセンター）：福浦港区
地域コミュニティセンター（稗造研修センター）　　　　：稗造自治会
地域コミュニティセンター（西浦コミュニティセンター）：鹿頭区
とぎ地域福祉センター：公益社団法人志賀町シルバー人材センター
シルバーハウス：公益社団法人志賀町シルバー人材センター
地域休養施設（やすらぎ荘）：公益社団法人志賀町シルバー人材センター
地域生活改善センター（酒見構造改善センター）：酒見区
赤住漁港公園：赤住区
能登中核工業団地コミュニティ施設：公益社団法人志賀町シルバー人材センター

可決
賛13　反0

請願
６

「日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書」の提出を求める請願 … 日本
政府に対し、すみやかに核兵器禁止条約に署名・批准するよう強く求める。

不採択
賛3　反10

７ 「消費税率を５％に引き下げることを求める意見書」の採択を求める請願 … 日本政府に対
し、憲法が定めた税制の基本に立ち戻るべく、消費税率を５％に引き下げることを求める。

不採択
賛2　反11

発議
７

防災・減災、国土強靭化対策の継続・拡充を求める意見書 … 「防災・減災、国土強靱化」に、
より一層、十分な予算を安定的かつ継続的に確保することを国に求めるもの。

可決
賛13　反0

※議長は採決に加わりません。

中谷 松助 議員
議案第65号、67号、68号、69号、70号、71号、72号に反対
請願第６号､ ７号に賛成
　　議案第 65号及び議案第 67号から議案第 72号は､ 一般職員の 0.05 か月分のボーナスカット分が計上
されており、議案第 68号および第 72号は、マイナンバーカードと健康保険証の統合に向けたシステム導
入費用が含まれているため反対。
　　請願第６号は、国内の世論調査でも日本が核兵器禁止条約に参加すべきとの声が上がっており、日本政府
はこの被爆者と国民の声に誠実に答えるべきであり賛成。
　　請願第７号は、国民にいきわたる効果的な経済支援策として消費税率５パーセントの減税に賛成。

南 　正紀 議員
請願第６号　「日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書」の提出を求める請願に反対
　　核兵器根絶は国民の総意であるが、日米間の関係悪化を招きかねない核兵器禁止条約に批准することは慎重
であるべき。

議会だより　しか　№ 62
令和３年１月28日発行 6



1212 月月 定定例例会会
議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

議案
65

67～ 72

令和２年度一般会計補正予算（第６号）､ 令和２年度介護保険特別会計補正予算（第２号）
～令和２年度町立富来病院事業会計補正予算（第３号） … ３ページ参照

可決
賛12　反１

66 令和２年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） … ３ページ参照 可決
賛13　反0

73
議会議員及び町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例 … 公職選挙法の一部
改正に伴い、選挙運動の公費負担制度が拡大され、町議会議員選挙及び町長選挙が新たに対象と
なったことから、条例を制定。

可決
賛13　反0

74 乳幼児・児童医療費助成に関する条例の全部を改正する条例 … 子どもの医療費助成の方
法を、償還払い方式から現物給付方式に変更することから、現行条例の全部改正。

可決
賛13　反0

75 議会議員等の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 … 
人事院勧告に準じ、特別職の国家公務員の特別給（ボーナス）が改定されることから、所要の改正。

可決
賛13　反0

76 常勤の特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 … 人事院勧告に準じ、特
別職の国家公務員の特別給（ボーナス）が改定されることから、所要の改正。

可決
賛13　反0

77

一般職の職員の給与に関する条例及び会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例 … 人事院勧告に準じ、一般職の国家公務員の特別給（ボーナス）が
改定されることから、一般職の給与条例及び同条例を引用している会計年度任用職員の給与等の条
例の一部を改正。

可決
賛10　反3

78

一般職の職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例 … 新型コロナウイルスの感
染拡大に伴う町民への支援策として実施した町独自の特別定額給付金給付事業（一人当たり２万円
の給付）を、新型コロナウイルス感染症対策として交付される地方創生臨時交付金や市町村振興協
会助成金などが財源として充当できることとなったことから、一般職の職員の給料の５％の減額期
間を３か月短縮するにあたり、所要の改正。

可決
賛13　反0

79
コミュニティバスの運行に関する条例の一部を改正する条例 … 身体障害者手帳、療育手
帳及び精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者とその介助者に係るコミュニティバスの利用
料を無料とすることから、所要の改正。

可決
賛13　反0

80 ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の一部を改正する条例 … ひとり親家庭等の子ど
もの医療費助成の方法を、償還払い方式から現物給付方式に変更することから、所要の改正。

可決
賛13　反0

81 国民健康保険税条例の一部を改正する条例 … 地方税法施行令等の一部改正に伴い、軽減判定
所得の基準額が見直されたことから、所要の改正。

可決
賛13　反0

82 後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 … 地方税法の一部改正に伴い、延滞金
の見直しにおける字句の改正が行われたことから、所要の改正。

可決
賛13　反0

83 集落コミュニティセンター条例を廃止する条例 … 町公共施設等総合管理計画に基づき、能
登富士ふれあい文化センターを地元区の大福寺区に譲渡することから、条例を廃止。

可決
賛13　反0

84
財産の取得について「ICT機器」…  小中学校用備品として電子黒板23台､ A４カラー複合機
48台､ ノートパソコン15台を購入するにあたり、株式会社石川コンピュータ・センターから995
万2,580円で取得。

可決
賛13　反0

85 財産の無償譲渡について「能登富士ふれあい文化センター」… 町公共施設等総合管理計画
に基づき、能登富士ふれあい文化センターを地元区の大福寺区に無償で譲渡するもの。

可決
賛13　反0

議会だより　しか　№ 62
令和３年１月28日発行7
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そ
の
他
の
質
問

福
田　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
入
込

客
が
大
幅
に
減
少
し
て
い

る
、
い
こ
い
の
村
能
登
半

島
及
び
シ
ー
サ
イ
ド
ヴ
ィ

ラ
渤
海
に
対
し
、
町
民
に

利
用
を
促
す
施
策
な
ど
、

施
設
の
賑
わ
い
を
取
り
戻

す
対
策
を
事
業
者
と
進
め

る
べ
き
。

商
工
観
光
課
長　

町
全
体

の
経
済
の
活
性
化
や
賑
わ

い
の
回
復
を
図
る
た
め
、

必
要
な
対
策
を
検
討
し
て

い
く
。

福
田　
「
み
ら
い
と
う
ぶ
」
は
、

79
区
画
が
造
成
さ
れ
、
75
区

画
が
売
却
済
み
で
あ
る
。
志

賀
小
学
校
や
商
業
施
設
が
近

い
な
ど
の
好
条
件
の
住
宅
地

で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、

都
心
部
か
ら
地
方
へ
の
移
住

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
中
、
今
後
、
本
町
で
も

更
な
る
移
住
者
の
呼
び
込
み

の
大
き
な
材
料
と
な
る
「
み

ら
い
と
う
ぶ
」
の
宅
地
分
譲

は
必
須
と
考
え
る
が
、
町
長

の
考
え
を
聞
く
。

町
長　

奨
励
金
制
度
の
効
果

も
あ
っ
て
、
町
外
か
ら
の
移

住
者
が
25
世
帯
で
57
人
、
町

内
か
ら
43
世
帯
で
１
８
７
人

が
定
住
さ
れ
て
お
り
、
人
口

減
少
の
歯
止
め
に
一
定
の
成

果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡

大
の
懸
念
か
ら
地
方
へ
の
移

住
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

中
、
こ
の
機
会
を
逃
す
こ
と

な
く
、
新
た
な
用
地
を
確
保

で
き
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
取
り
組
む
。

福
田　

国
は
２
０
２
１
年
度

か
ら
、
新
婚
世
帯
を
経
済
的

に
援
助
す
る
「
結
婚
新
生
活

支
援
事
業
」
を
拡
充
す
る
方

針
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
本

支
援
を
受
け
る
に
は
居
住
先

の
自
治
体
が
事
業
を
実
施
し

て
い
る
必
要
が
あ
る
。
各
自

治
体
が
実
施
す
る
少
子
化
対

策
に
加
え
、
支
援
策
の
厚
み

を
増
す
取
り
組
み
が
必
要
と

考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
を

聞
く
。

ふ
る
さ
と
創
生
室
長　

本
制

度
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体

は
全
国
的
に
20
％
に
満
た
な

い
状
況
の
た
め
、
国
は
令
和

３
年
度
か
ら
拡
充
す
る
方
針

と
な
っ
た
。

　

本
町
で
は
、
出
会
い
の
場

の
提
供
、
出
産
祝
い
金
交
付

事
業
な
ど
、
安
心
し
て
結
婚

し
、
子
育
て
で
き
る
様
々
な

福田　晃悦　議員

更なる移住者に向けた
「みらいとうぶ」の造成を

新たな用地を確保し
　　　　　取り組む 町長

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
の

　
　
　
　

今
後
の
取
組
み
を
問
う

新
年
度
か
ら
実
施
す
る
ふ
る
さ
と
創
生
室
長

令和３年度から対象要件が拡充される

支
援
を
行
っ
て
お
り
、
既
存

の
制
度
と
の
調
整
を
図
り
、

新
年
度
か
ら
事
業
を
実
施
し

て
い
く
。

議会だより　しか　№ 62
令和３年１月28日発行 8
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教
育
長　

冬
季
休
業
に
「
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
」
を
試
行
し
、

児
童
生
徒
の
家
庭
に
お
け
る

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
状

況
を
正
確
に
把
握
し
、
環
境

が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
家
庭

に
は
、
整
備
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

当
面
は
、
こ
の
整
備
状
況

や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
試
行

の
結
果
を
確
認
し
な
が
ら
、

必
要
な
対
策
を
検
討
し
て
い

く
。

　

先
般
、
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
と
行
っ
た
意
見
交

換
で
は
、「
な
り
手
不
足
は

も
と
よ
り
、
郡
部
ゆ
え
の
問

題
点
も
山
積
し
て
い
る
」
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。
奉
仕

の
精
神
で
活
動
に
取
り
組
む

委
員
へ
の
よ
り
一
層
の
支
援
、

な
り
手
不
足
解
消
に
向
け
た

取
組
み
を
聞
く
。

健
康
福
祉
課
長　

民
生
・
児

童
委
員
と
介
護
事
業
所
の
介

護
支
援
専
門
員
、
そ
し
て
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保

健
師
に
よ
る
情
報
交
換
会
を

地
区
ご
と
に
開
催
し
、
膝
を

突
き
合
わ
せ
て
、
地
区
・
地

域
で
の
委
員
活
動
に
関
す
る

課
題
や
問
題
の
解
決
に
向
け

た
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
、
委
員
の
皆
さ
ん
と
意

思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
、
活

動
支
援
を
し
て
い
く
。

南　

小
中
学
校
の
全
児
童
生

徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
支

給
し
、
リ
モ
ー
ト
授
業
の
習

熟
に
取
り
組
む
と
あ
る
が
、

自
宅
に
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
が
設
置

さ
れ
て
い
な
い
家
庭
の
児
童

は
、
リ
モ
ー
ト
授
業
を
受
け

る
際
、
学
校
に
出
向
く
必
要

が
あ
る
。
家
庭
環
境
の
違
い

に
よ
り
教
育
の
質
に
差
が
生

じ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

ず
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
設
置
の
推

進
の
た
め
、
通
信
費
の
一
部

を
助
成
す
る
な
ど
の
施
策
が

講
じ
ら
れ
な
い
か
。

　

児
童
生
徒
の
全
員
に
支
給

す
る
の
な
ら
、
家
庭
で
の
宿

題
で
活
用
す
る
な
ど
、
積
極

的
な
使
用
を
求
め
る
。

民
生
・
児
童
委
員
へ
の
支
援
を
求
め
る

意
思
疎
通
を
図
り
活
動
を
支
援
す
る

健
康
福
祉
課
長

リモートによる教育
すべての児童に公平な環境整備を

状況を確認しながら検討する 教育長

南　　正紀　議員

南　

近
年
、
民
生
・
児
童
委

員
の
活
動
は
複
雑
化
し
て
い

る
一
方
で
、
社
会
状
況
の
変

化
な
ど
に
よ
り
活
動
が
難
し

い
場
面
も
あ
り
、
活
動
し
や

す
い
環
境
整
備
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
委
員
の

な
り
手
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問

南　

自
治
体
の
広
報
Ｐ
Ｒ

で
求
め
ら
れ
る
の
は
、
地

域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り

添
っ
た
情
報
発
信
で
あ
る

が
、
行
政
の
充
実
し
た
広

報
の
在
り
方
を
問
う
。

情
報
推
進
課
長　

各
種
行

政
情
報
は
、
広
報
し
か
や

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

情
報
発
信
を
は
じ
め
、
会

議
や
研
修
会
等
を
通
し
て
、

で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す

い
方
法
で
周
知
に
努
め
て

い
く
。

冬季休業中に試行された「オンライン授業」

議会だより　しか　№ 62
令和３年１月28日発行9
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10

そ
の
他
の
質
問

堂
下　

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル

の
利
用
実
績
、
感
染
者
の
再

拡
大
に
よ
る
一
時
中
断
の
声

に
対
す
る
見
解
を
聞
く
。

商
工
観
光
課
長　
聞
き
取
り

で
は
入
込
客
数
が
回
復
し
て

お
り
、
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た

と
考
え
る
。
今
後
は
、
国
や

県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

堂
下　
政
府
は
中
小
企
業
政

策
の
方
針
を
「
中
小
企
業
再

編
淘
汰
」
に
転
換
し
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

商
工
観
光
課
長　

統
廃
合
を

促
す
一
方
で
、「
淘
汰
を
目

的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
」

と
さ
れ
て
お
り
、
商
工
会
と

も
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、

今
後
も
、
国
の
政
策
や
県
の

動
向
に
も
注
視
し
て
い
く
。

堂
下　

①
コ
ロ
ナ
禍
で
の
原

子
力
防
災
訓
練
で
は
３
密
対

策
の
た
め
、
避
難
場
所
の
収

容
人
数
を
大
幅
に
見
直
す
必

要
が
あ
る
。
従
来
の
指
定
箇

所
だ
け
で
足
り
る
の
か
、
能

登
町
や
白
山
市
と
協
議
は

行
っ
て
い
る
か
。

②
高
齢
化
が
進
行
す
る
中

で
、
今
後
、
バ
ス
を
利
用
し

た
避
難
者
が
増
え
る
と
予
測

さ
れ
る
が
、
バ
ス
の
手
配
は

可
能
か
。

環
境
安
全
課
長　

①
避
難
先

の
収
容
人
数
は
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
な

ど
の
た
め
、
減
少
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
、
現
在
、
対
応

策
を
検
討
し
て
い
る
。
広
域

避
難
先
へ
の
受
け
入
れ
は
、

十
分
な
体
制
を
と
れ
る
よ
う
、

県
と
協
議
し
て
い
く
。

②
避
難
バ
ス
は
発
熱
症
状
の

有
無
な
ど
の
健
康
状
態
に
応

じ
て
車
両
を
分
け
、
車
内
で

座
席
距
離
を
取
る
必
要
が
あ

り
、
多
く
の
車
両
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
県
で
車
両

の
確
保
を
検
討
し
て
い
る
。

堂
下　

コ
ロ
ナ
の
感
染
が
長

期
化
す
れ
ば
町
内
の
企
業
に

も
影
響
が
予
測
さ
れ
る
が
、

企
業
と
社
会
的
弱
者
に
対
す

る
対
応
策
を
聞
く
。

　

県
内
で
生
活
福
祉
資
金
貸

付
制
度
を
利
用
す
る
人
が
急

増
と
聞
く
が
、
本
町
の
利
用

状
況
を
聞
く
。

商
工
観
光
課
長　
「
企
業
合

同
就
職
面
接
会
」
を
開
催
す

る
な
ど
、
企
業
と
求
職
者
の

マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
を
設
け
、

国
や
県
な
ど
の
支
援
策
等
も

利
用
し
な
が
ら
、
企
業
・
失

業
者
対
策
に
努
め
て
い
く
。

健
康
福
祉
課
長　

生
活
福
祉

資
金
貸
付
制
度
の
利
用
状
況

は
、
11
月
末
現
在
で
、
問
合

せ
件
数
が
55
件
、
う
ち
申
請

件
数
が
28
件
、
貸
付
決
定
数

が
27
件
、
取
下
げ
が
１
件
で

あ
る
。
社
会
的
弱
者
に
は
、

健
康
福
祉
課
で
相
談
窓
口
を

設
け
て
お
り
、
関
係
機
関
と

連
携
し
対
応
し
て
い
く
。

【
生
活
福
祉
資
金
の

　
　
　
　

特
例
貸
付
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
っ
て
休
業

や
失
業
状
態
な
ど
に
な
り
、

収
入
が
減
少
し
て
生
活
資
金

に
お
悩
み
の
方
へ
の
特
例
貸

付
。

　

緊
急
か
つ
一
時
的
な
「
緊

急
小
口
資
金
」
と
、
生
活
再

建
ま
で
の
間
の
「
総
合
支
援

資
金
」
が
あ
り
、
申
請
は
社

会
福
祉
協
議
会
に
な
る
。

堂下　健一　議員

コロナ禍での
原子力防災訓練の実効性を聞く

課題を見出し
　対策を検討する 環境安全課長

コ
ロ
ナ
禍
で
の　

企
業
や
生
活
困
窮
者
へ
の
対
応
は

国
や
県
の
支
援
策
も
利
用
し

対
策
に
務
め
る

商
工
観
光
課
長

議会だより　しか　№ 62
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に
普
及
す
べ
き
だ
が
、
今
後

の
展
望
を
問
う
。

総
務
課
長　

①
押
印
を
求
め

る
す
べ
て
の
手
続
き
の
洗
い

出
し
作
業
を
進
め
て
お
り
、

押
印
省
略
な
ど
の
可
否
は
、

法
令
に
基
づ
く
も
の
以
外

は
、
可
能
な
も
の
か
ら
順
次

見
直
し
を
進
め
る
。

②
職
員
の
休
暇
届
け
な
ど
の

庶
務
管
理
に
お
け
る
申
請
・

承
認
は
、
既
に
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
し
て
お
り
、
今
後
、
外

部
か
ら
の
電
子
申
請
な
ど
も
、

シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
制
度
・

規
定
の
見
直
し
な
ど
所
要
の

環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
。

③
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

念
頭
に
、
取
扱
う
公
金
の
選

定
や
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る

費
用
を
考
慮
し
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
を
検
討
し
て
い
く
。

稲
岡　

①
全
国
の
自
治
体
で

書
類
へ
の
「
脱
は
ん
こ
」
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
書
類
へ

の
押
印
見
直
し
の
方
向
性
を

問
う
。

②
書
類
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

は
ハ
ン
コ
レ
ス
化
と
同
時
に

進
め
る
べ
き
で
あ
り
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
の
推
進
に
向
け

て
の
方
針
を
問
う
。

③
行
政
手
続
き
に
お
け
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
さ
ら

稲
岡　

①
議
会
と
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
と
の
懇
談

会
で
、「
行
政
機
関
と
の
連

携
不
足
を
感
じ
る
」
と
の
意

見
が
聞
か
れ
た
。
地
域
福
祉

の
担
い
手
で
あ
る
委
員
の
果

た
す
べ
き
役
割
は
よ
り
多
様

化
・
複
雑
化
し
、
よ
り
密
な

連
携
を
図
る
た
め
の
対
策
を

問
う
。

②
全
国
的
に
も
「
な
り
手
不

足
」
が
問
題
と
な
り
、
活
動

の
負
担
軽
減
や
、
活
動
内
容

の
周
知
徹
底
、
活
動
費
を
増

額
す
る
な
ど
の
対
策
を
打
ち

出
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
本
町
も
対
策
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

健
康
福
祉
課
長　

①
民
生
・

児
童
委
員
と
介
護
事
業
所
の

介
護
支
援
専
門
員
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師

が
集
ま
り
、
地
区
ご
と
に
情

報
交
換
会
を
開
催
し
、地
区・

地
域
で
の
委
員
活
動
に
関
す

る
課
題
や
問
題
の
解
決
に
向

け
た
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
意
思
疎
通
を
図
り
な

が
ら
、
課
題
解
決
や
支
援
を

し
て
い
く
。

②
国
は
、
民
生
委
員
の
年
齢

要
件
を
「
75
歳
未
満
の
者
を

選
任
す
る
よ
う
努
め
る
こ

と
」
と
規
定
す
る
が
、
各
自

治
体
の
弾
力
的
運
用
も
認
め

て
お
り
、
年
齢
要
件
を
多
少

過
ぎ
て
も
、
継
続
し
て
委
員

を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
る
。
活
動
へ
は
、
老
人

福
祉
員
を
設
置
す
る
な
ど
、

労
務
の
軽
減
や
活
動
補
助
金

の
交
付
を
引
き
続
き
行
い
な

が
ら
支
援
し
て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
の
取
組
み
を
聞
く

国
や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
取
り
組
む

総
務
課
長

民生・児童委員が抱える課題に
対策を求める

今後も、継続して支援する 健康福祉課長

稲岡　健太郎　議員

高齢化などによる「なり手不足」への対策が求められる

【
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

と
は
】

「
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
変

革
」
を
意
味
し
、
Ｉ
Ｔ

の
進
化
に
伴
い
、
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
展

開
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト

を
削
減
し
、
働
き
方
改

革
や
社
会
そ
の
も
の
の

変
革
に
つ
な
げ
る
施
策

の
総
称
。

議会だより　しか　№ 62
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中
谷　

高
齢
者
施
設
な
ど
で

は
、
人
手
不
足
の
中
、
ク
ラ
ス

タ
ー
発
生
防
止
な
ど
、
緊
張

感
を
も
っ
て
業
務
に
当
た
っ

て
い
る
が
、
国
は
安
心
で
き

る
検
査
体
制
を
確
立
し
て
い

な
い
。
国
の
補
助
金
を
活
用

す
る
な
ど
、
ま
ず
は
町
独
自

で
施
設
職
員
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等

検
査
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
課
長　

国
の
通
知

で
は
、
多
数
の
感
染
者
や
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
る

地
域
は
、
医
療
・
介
護
施
設

の
従
事
者
や
入
院
患
者
・
入

所
者
全
員
を
対
象
に
、
一

斉
・
定
期
的
検
査
を
行
政
検

査
と
し
て
実
施
で
き
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

施
設
が
自
発
的
に
行
う
検

査
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援

交
付
金
」
の
補
助
対
象
と
な

り
、
県
に
申
請
す
る
こ
と
で

自
己
負
担
な
く
、
検
査
が
受

け
ら
れ
る
。

　

制
度
と
し
て
検
査
が
確
立

し
て
お
り
、
本
町
の
感
染
状

況
か
ら
み
て
も
、
町
独
自
で

の
検
査
を
実
施
す
る
考
え
は

な
い
。

中
谷　

本
町
で
は
、
特
に
志

賀
小
学
校
５
年
生
36
人
、
39

人
、
38
人
の
多
人
数
学
級
、

富
来
中
学
校
１
年
生
の
広
い

教
室
が
な
い
中
で
の
37
人
の

学
年
は
、
十
分
な
距
離
を
確

保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況

で
あ
り
、
こ
の
２
学
年
に
対

し
て
は
緊
急
に
教
員
の
加
配

で
、
も
う
１
ク
ラ
ス
を
求
め

る
。

教
育
長　

志
賀
小
、
富
来
中

で
は
、
国
の
基
準
に
基
づ
い

た
対
応
が
十
分
に
で
き
て
い

る
と
判
断
し
て
い
る
。

　

県
内
で
は
、
教
員
配
置
要

綱
に
基
づ
き
、
１
学
級
平
均

35
人
を
超
え
る
中
学
校
１
年

生
に
は
教
員
の
加
配
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
。志
賀
小
に
は
、

専
科
教
員
及
び
教
科
担
任
制

の
加
配
で
、
３
名
の
教
員
を

加
配
し
て
お
り
、
新
た
な
加

配
は
で
き
な
い
。

中谷　松助　議員

本町での新型コロナ対策、
　PCR等検査戦略を聞く

町独自での検査を実施する
考えはない 健康福祉課長

志
賀
小
５
年
生
、
富
来
中
１
年
生
に

緊
急
な
教
員
加
配
で
、
ゆ
と
り
あ
る

教
室
と
学
び
を

新
た
な
加
配
は
で
き
な
い

教
育
長

し
て
行
う
方
針
で
あ
り
、

見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

中
谷 　

志
賀
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
事
業
展
開
に
係
る

説
明
会
の
設
置
を
。

情
報
推
進
課
長　

区
長
会

や
老
人
会
等
、
総
会
で
の

説
明
と
、
広
報
等
で
お
知

ら
せ
す
る
。

中
谷　

生
神
ト
ン
ネ
ル
内

の
安
全
確
保
を
。

ま
ち
整
備
課
長　

県
へ
適

正
な
維
持
管
理
、
修
繕
を

要
望
し
て
い
く
。

中
谷　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
志
賀
原
子
力
発
電

所
の
廃
炉
を
。

環
境
安
全
課
長　

現
在
、

法
律
に
基
づ
く
新
規
制
基

準
へ
の
適
合
性
に
関
す
る

審
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、

状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

中
谷　

65
歳
以
上
の
方
へ

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
助
成
制
度
の
拡
充
を
。

健
康
福
祉
課
長　

既
に
助

成
制
度
が
あ
り
、
多
く
の

人
が
早
期
に
接
種
を
受
け

て
お
り
、
拡
充
の
考
え
は

な
い
。

中
谷　

志
賀
地
域
の
保
育

園
統
廃
合
の
方
針
は
見
直

し
を
。

町
長　

国
は
保
育
環
境
の

充
実
を
民
間
の
力
を
活
用

議会だより　しか　№ 62
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11
月
18
日
、
役
場
本
庁
で

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
と

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
か
ら
は
、
松
本
力

蔵
会
長
を
は
じ
め
役
員
11
名
、

本
議
会
か
ら
は
、
寺
井
議
長
、

南
副
議
長
及
び
各
委
員
長
の

８
名
が
出
席
し
、
民
生
・
児

童
委
員
の
活
動
内
容
や
、
現

在
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

織
設
置
の
推
進
、
全
国
的
な

問
題
で
も
あ
る
、
な
り
手
不

足
に
関
し
、
ご
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
意
見
交
換
で
、
民

生
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん

が
様
々
な
問
題
を
抱
え
な
が

ら
、
多
様
化
・
複
雑
化
す
る

活
動
に
奉
仕
の
精
神
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
。議
会
と
し
て
は
、

委
員
の
皆
さ
ん
に
役
立
つ
よ

う
、
委
員
会
活
動
や
一
般
質

問
に
取
り
上
げ
、
問
題
提
起

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

協
議
会
か
ら
は
、
日
々
の

活
動
に
お
け
る
問
題
と
し

て
、
難
聴
者
が
呼
び
か
け
に

気
が
付
か
ず
安
否
確
認
が
難

し
い
点
や
、
認
知
症
が
あ
る

人
で
は
物
が
な
く
な
っ
た
と

疑
わ
れ
る
点
な
ど
の
ご
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
体
的
な
問
題
と
し
て

は
、
民
生
・
児
童
委
員
の
活

動
が
無
報
酬
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
あ
る
こ
と
が
一
般
的
に

認
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

老
人
福
祉
委
員
や
行
政
機
関

と
の
連
携
不
足
、
災
害
時
の

避
難
場
所
の
運
営
や
防
災
組

　

11
月
22
日
、
本
町
及
び
県

内
各
地
で
、
石
川
県
原
子
力

防
災
訓
練
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め

住
民
の
参
加
は
取
り
や
め
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
訓

練
の
た
め
、
放
射
線
防
護
施

設
の
総
合
武
道
館
で
は
検
温

と
聞
き
取
り
を
行
い
、
発
熱

者
、
濃
厚
接
触
者
、
異
常
が

な
い
避
難
者
に
分
け
、
別
々

の
部
屋
で
避
難
す
る
ゾ
ー
ニ

ン
グ
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が
見
え

な
い
中
、
今
回
の
訓
練
で

の
課
題
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
今
後
に
生
か
さ
れ
る
こ

と
を
要
望
し
ま
す
。

をを
開
催
開
催

民生民生・・児童委員協議会児童委員協議会  とと  懇談会懇談会

抱
え
る
問
題

抱
え
る
問
題

議場を視察いただいた民生・児童委員協議会の皆さん

開
催
を
経
て

開
催
を
経
て

原子力防災訓練 原子力防災訓練 視察視察
令和２年度令和２年度 全員協議会全員協議会

施設に入る前に行われた検温と聞き取り

民生・児童委員の現状や課題を説明する松本力蔵会長（左）

議会だより　しか　№ 62
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⬇⬇

⬇⬇

議員が行う一般質問は、まちづくりにどう生かされているのでしょうか。

追跡追跡
あのあの質問質問ののゆくえゆくえ

免許を持たない高齢者や障がいを持つ方に、コミュ
ニティバスの乗車料金の無料化を図るべきでは。

西海・西浦線下り線のアスクバス停は、待合所が車
線の反対側にあるため､ 乗降時に車線を渡らなけれ
ばならい。改善を求める。

令和３年４月１日から、以下の利用者を対象に無料
化を実施。
① 次の手帳の交付を受けている人
　・身体障害者手帳
　・療育手帳
　・精神障害者保健福祉手帳
② 「①」の人を介助している人（１名まで）
※ただし、盲ろう者の場合は通訳と介助者の２名まで

令和３年４月１日から、経路を
　① 富来支所バス停
　② アスクバス停
　③ 道の駅・渤海バス停
の順路に変更し、待合所側で乗降できるよう変更。

どうなったどうなった

コミュニティバスの
一部無料化を

コミュニティバス
西海・西浦下り線の経路変更を

令和３年度から

令和３年度から

実施実施

変更変更

定例会の一般質問　令和２年９月

令和２年６月　定例会の一般質問
変更案の順路

① 富来支所

② アスク

③ 道の駅・渤海

●●
●●

●●

●●

どうなったどうなった

⬇⬇
子育て世代が望んでいる子ども医療費の
窓口無料化。今こそ取り組むべきでは。

令和３年４月１日から、子どもの医療費
助成を窓口無料化（現物給付方式）に変更。

子どもの医療費助成
窓口無料化を

令和３年度から
もの医療費

変更変更

定例会の一般質問

どうなったどうなった

議会だより　しか　№ 62
令和３年１月28日発行 14



志賀町ホームページの
　ココをクリック

志賀町議会の
ホームページの
ココをクリック

志賀町議会

志賀町議会志賀町議会
ホームページホームページ

ホームページから議会映像も閲覧できます。ホームページから議会映像も閲覧できます。

本会議の様子が本会議の様子が

ご覧になれます！ご覧になれます！

YouTube　志賀町議会の画面議会だより　しか　№ 62
令和３年１月28日発行15
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議会って    どんなところ?? 　議会は町民の代表であり、町の仕事
が正しく行われるように、町長に対し
て仕事のチェックや提案をします。
　議会が、どのような活動をしている
のか知るために、

本会議を傍聴してみませんか。

本議会本議会ってって

委員会委員会ってって

　町の予算や条例など重要なものについては、本会議の場で多数決により決定して、はじめて町長は執
行することができます。
　本会議には、定例会と臨時会があります。定例会は、年４回（３月、６月、９月、12月）に招集され、
臨時会は、急を要する場合などに特定の案件を示して招集されます。

　議会で取り扱う議案は数も多く、内容も幅広い分野にわたります。そこで、これをいくつかの部門に
振り分けて専門的、効率的に審査するため、委員会が設けられています。
　委員会には、常に設置されている常任委員会、議会運営委員会と、必要に応じて設置される特別委員
会があります。本会議では、委員会の審査結果を参考にして最終的な意思決定が行われます。

　　　　　　　には、総務産業建設、教育民生、予算決算の委員会があります。
　委員の定数は、総務産業建設と教育民生が７人、予算決算が議長を除く全議員となっています。委員
の任期は２年で、それぞれ担当の所管事務について審査権をもっています。

　　　　　　　には、原子力発電所対策、議会改革活性化、議会広報の委員会があります。
　特別委員会は、本会議の議決によって必要に応じて設置され、委員の定数も議決によって決まります。
委員の任期は、その委員会の目的が達成されるまでとなります。

　　　　　　　　　は、議会がスムーズに運営されるよう、議長の諮問機関として設置されています。
　委員の定数は５人で、会期の設定、議案・請願等の取り扱いなど、議会運営に関する事項について協
議を行っています。委員の任期は２年で、議会の運営や条例等の草案に関する権限をもっています。

常任委員会

特別委員会

議会運営委員会

??

??

議会だより　しか　№ 62
令和３年１月28日発行 16



議会って議会って     どんなところ

① 役場２階の議会事務局で「傍聴証」　
　 を受け取ります。
※感染対策のため、人数制限など行う
場合があります。詳細は事務局まで
お問い合わせください。

② 「傍聴証」を首にかけて３階の傍聴
　 席に入ります。

⬇⬇

本会議を傍聴するには

定例会の標準的な流れ
会期の約10日前 議会の招集 （町長が議会を招集します。）

町政に関する一般質問（議員が町政について質問を行います。）
委員会への付託 （担当する委員会に議案の審査を託します。）

≪開会≫
会期の決定 （定例会の日数を決めます。）
諸般の報告 （議長に提出された各種事項について議員に報告します。）
提案理由説明（町長が町の近況や議案説明をします。）

委員会の審査報告 （各委員会の審査結果を本会議で報告します。）
議案の討論 （議案について議員が賛成・反対の立場で意見発表をします。）
議案の採決 （議案の可否について決定をします。）
≪閉会≫

委員会の審査 （議案を審査し賛成すべきかどうか決定します。）

議案の審査や議会の運営についての協議 （議員全員で協議をします。）

本会議
（１日目）

本会議
（３日目）

本会議
（２日目）

委員会

全員協議会

会　
　

期　
　

中

通
年

⬇⬇

⬇⬇

⬇⬇

⬇⬇

傍聴席では・必ず係員の指示に従ってください。
・携帯電話をお持ちの方は、マナーモードにするか電源
を切ってください。
・カメラやビデオカメラの類の持ち込みはできません。
・拍手や私語、飲食等はできません。静かに傍聴してく
ださい。

傍聴席では

議会だより　しか　№ 62
令和３年１月28日発行17
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井　
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議
会
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委
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会
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正
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副
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長　

表
谷　

茂
浩

　

委　
　

員　

福
田　

晃
悦

　
　
　
　
　
　

稲
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健
太
郎

　
　
　
　
　
　

冨
澤　

軒
康

　
　
　
　
　
　

櫻
井　

俊
一

３/２
（火）

本会議
10：00

議案の上程
　（町長が町の近況や議案説明をします。）

３/９
（火）

本会議
10：00

一般質問
　（議員が町政について質問をします。）

３/19
（金）

本会議
14：00

議案の採決
　（議案の可否について決定をします。）

３月定例会本会議の日程(予定)です。傍聴に来ませんか。

1818

「おじいちゃん、おばあちゃん　げんきでおってねー」

　

現
在
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
従
来
通
り
、
お
子
さ

ん
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

中
に
は
、
数
人
、
風
邪
を
ひ

く
園
児
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

毎
年
発
生
す
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
は
、
大
き
く
減
少

し
て
お
り
、
例
年
以
上
に
元

気
で
通
園
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

園
児
、
職
員
を
含
め
手
洗

い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
毎

朝
の
検
温
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク

カ
ー
ド
の
記
入
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
園
内
で
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
対
策
同
様
、玩
具
の
消
毒
、

拭
き
掃
除
、
通
園
バ
ス
の
消

毒
も
念
入
り
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　

保
護
者
向
け
に
は
保
健
だ

よ
り
を
発
行
し
、
園
児
に
は

コ
ロ
ナ
対
策
の
予
防
な
ど
絵

本
を
通
し
て
正
し
い
知
識
を

伝
え
て
い
ま
す
。

　

年
に
数
回
行
う
地
域
の
皆

さ
ん
と
園
児
と
の
交
流
は
、

残
念
で
す
が
、
園
児
を
安
全

に
お
預
り
す
る
た
め
、
現
在
、

中
止
し
て
い
ま
す
。
運
動
会

や
生
活
発
表
会
な
ど
は
、
人

　

安
心
し
て
子
供
を
預
け
ら

れ
る
よ
う
感
染
対
策
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
、
議
会
一
同
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

◆
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

数
制
限
や
時
間
を
短
縮
し
て

実
施
し
、保
護
者
か
ら
は「
頑

張
っ
て
い
る
わ
が
子
を
見
ら

れ
て
良
か
っ
た
。」「
感
染
対

策
を
し
っ
か
り
と
さ
れ
て
い

て
安
心
」
と
の
声
も
聞
か
れ
、

何
事
も
な
く
開
催
で
き
、
喜

ん
で
頂
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
散
歩
や
外
遊
び
、

ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
で
体
作
り

に
取
り
組
む
保
育
園
も
あ
り
、

楽
し
く
無
理
な
く
、
続
け
ら

れ
る
事
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
楽
し
み
に
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
園
児
と
の
行

事
を
中
止
に
し
た
り
、
忙
し

い
育
児
の
中
で
感
染
対
策
に

取
り
組
ん
で
も
ら
う
な
ど
、

大
変
な
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
保
育
園
職
員
一
同
、
本

当
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
た
時

に
は
、
今
ま
で
以
上
に
地
域

の
皆
さ
ん
と
の
繋
が
り
を
大

切
に
し
、
安
心
し
て
お
子
さ

ん
を
預
け
る
こ
と
が
で
き
る

保
育
園
を
目
指
し
、
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
地
域
や
保
護
者　
　

◆
地
域
や
保
護
者　
　

　
　

の
皆
さ
ん
へ

　
　

の
皆
さ
ん
へ

◆
保
育
園
の

◆
保
育
園
の

　
　
　

皆
さ
ん
へ

　
　
　

皆
さ
ん
へ

保育園保育園
◆
近
況
に
つ
い
て

◆
近
況
に
つ
い
て

手指衛生の徹底を図っています

の皆さんにお話を聞きましたの皆さんにお話を聞きました

今回は

議会だより　しか　№ 62
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